
市民だより　2019.2.19

刈谷の歴史
〜工業都市 刈谷が誕生するまで〜

介
護
認
定
調
査
員

勤
務
日
時　
月
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
▼
常
勤
…
８
時
30
分
～

17
時
15
分
▼
非
常
勤
…
９
時
～
16

時
の
間
で
指
定
す
る
時
間
帯
（
自

宅
か
ら
調
査
先
へ
行
き
ま
す
）

採
用
予
定
日　
３
月
１
日
㈮

内　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
の

た
め
の
訪
問
調
査
、書
類
の
作
成・

整
理
な
ど
（
調
査
票
は
パ
ソ
コ
ン

で
作
成
）

対　
看
護
師
・
准
看
護
師
・
保
健

師
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
介

護
支
援
専
門
員

定　
若
干
人

賃
金　
▼
常
勤
…
時
給
１
６
２
０

円
▼
非
常
勤
…
調
査
１
件
当
た
り

３
４
５
０
円

申　

２
月
12
日
㈫
ま
で
に
、
申
込

書
（
長
寿
課
で
配
布
）
と
資
格

免
許
証
な
ど
の
写
し
を
本
人
が
直

接
、
長
寿
課
へ
。

問　
長
寿
課（
☎
62
‐
１
０
１
３
）

刈
谷
東
高
校
通
信
制
課
程
生
徒

出
願
期
間　
▼
新
入
学
前
期
…
２

月
22
日
㈮
～
25
日
㈪
、
後
期
…
３

月
22
日
㈮
～
28
日
㈭
（
後
期
は
土

日
を
除
く
）
▼
転
・
編
入
学
…
３

月
８
日
㈮
～
12
日
㈫
（
日
曜
を
除

く
）
▼
特
科
…
３
月
13
日
㈬
～
15

日
㈮
・
17
日
㈰
（
日
曜
は
午
後
の

み
）

願
書
交
付
開
始
日　
▼
新
入
学
…

２
月
１
日
㈮
▼
転
・
編
入
学
お
よ

び
特
科
…
２
月
19
日
㈫

対　
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
今

春
中
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
、

中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
、
転
・

編
入
学
は
高
等
学
校
で
一
部
単
位

を
修
得
し
た
人

定　
240
人
（
普
通
科
）

申　
期
間
内
に
願
書
（
刈
谷
東
高

校
で
配
布
）
を
直
接
、
刈
谷
東
高

校
へ
。

問　
刈
谷
東
高
校
（
☎
21
‐
３
３

４
９
）講

座
・
教
室

救
命
講
習
会

①
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

時　

２
月
16
日
㈯　
９
時
～
12
時

場　
高
浜
消
防
署

内　
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
の
心

肺
蘇
生
法
、
ひ
き
つ
け
、
の
ど
に

異
物
が
詰
ま
っ
た
と
き
の
処
置
ほ
か

②
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

時　

２
月
17
日
㈰　
９
時
～
12
時

場　
知
立
消
防
署

内　
心
肺
蘇
生
法
、AED
の
使
用
法
、

止
血
法
ほ
か

③
上
級
救
命
講
習

時　

２
月
23
日
㈯　
９
時
～
18
時

場　
安
城
消
防
署

内　
成
人
、
小
児
、
乳
児
新
生
児

の
心
肺
蘇
生
法
、
傷
病
者
管
理
、

外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送
法
ほ
か

④
普
及
員
講
習
再
教
育

時　

２
月
24
日
㈰　
９
時
～
12
時

場　
碧
南
消
防
署

内　
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を

有
す
る
人
が
、
前
回
の
講
習
受
講

日
か
ら
３
年
以
内
に
再
度
受
講
す

る
た
め
の
講
習

【
共
通
】

対　
碧
海
５
市
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
の
人

定　
各
20
人
（
先
着
順
）

※
団
体
受
講
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
へ
。

申　

２
月
５
日
㈫
９
時
か
ら
、
電

話
で
①
高
浜
（
52
‐
１
１
９
２
）、

②
知
立
（
81
‐
４
１
４
４
）、
③

安
城
（
75
‐
２
４
９
４
）、
④
碧

南（
41
‐
２
６
２
５
）消
防
署
へ
。

問　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局

消
防
課
（
☎
63
‐
０
１
３
５
）

　

遺
言
に
つ
い
て
～
あ
な
た
の

最
期
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～　

時　

２
月
20
日
㈬　
14
時
～
15
時

45
分

場　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
公
証
人
が
遺
言
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

定　
80
人
（
先
着
順
）

問
申
　

電
話
（
21
‐
０
０
８
６
・

平
日
９
時
～
17
時
）
で
名
古
屋
法

務
局
刈
谷
支
局
総
務
課
へ
。

時　19時～20時30分　　
場　総合文化センター501·502講座室
対　市内在住·在勤·在学の人　　 定　50人　　￥　900円
申　2月15日㈮(必着）までに、①「刈谷の歴史」希望、②氏名(フリガナ）·年

齢、③郵便番号·住所、④電話番号、⑤勤務先(市内在
勤の人）をハガキ、あいち電子申請·届出システム(QR
コード参照）または直接、総合文化センター(〒448-
0858　若松町2-104）へ。

※申込多数の場合は抽選とし、結果は全員に連絡します。
問　総合文化センター(☎21-7464）

講　山田孝氏
　　（市文化財保護審議会会長）
　昭和14年生まれ。昭和38年に教
師の道へ進み、平成12年の富士松
北小学校校長を最後に37年間の教
師生活を終える。現在はさまざまな
委員を務め、市の文化振興に精力的
に取り組む。

原始・古代や中世における刈谷を振り返りながら、最終回
では大野煉

れ ん

瓦
が

工場から豊田自動織機の誘致により工業都市
として刈谷が形成されていく過程について学びます。

回 とき 内容

1 2月27日㈬ 刈谷の夜明け～縄文時代から
平安時代まで～

2 3月　6日㈬ 水野氏の刈谷進出と城下町刈
谷の形成

3 13日㈬ 刈谷の近代化～工業都市 刈谷
の基礎はどう作られたか～

▲あいち電子申請・
届出システム　


